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(57)【要約】
　動物や人間の利用のための気道装置であって，その気
道装置は，遠位端と近位端を有する気道管を含む。ここ
では，気道管の遠位端が非膨張性の喉頭カフによって囲
まれ，そこでの喉頭カフの表面が，動物又は人間の患者
の喉頭口に生体構造的に適合するように形づくられ，そ
こでの喉頭カフの表面が通常細長い実質的に楕円の形で
あり，そこでの楕円の長軸Ａの長さの楕円の短軸Ｂの長
さへの比率Ａ／Ｂが２±１０％より大きいものである。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物や人間の利用のための気道装置であって，
前記装置は，遠位端と近位端を有する気道管を有し，
前記気道管の前記後位端は，喉頭カフによって囲まれ，
前記喉頭カフの表面は，動物や人間の患者の喉頭口に生体構造的に適合する形状になるよ
うに，及び前記患者の喉頭口を密封するよう形作られ，
前記喉頭カフの表面は，通常細長く実質的に楕円の形であり，
前記楕円の長軸の長さＡの前記楕円の短軸の長さＢに対する比率Ａ／Ｂが２±１０％より
大きい，気道装置。
【請求項２】
　前記比率Ａ／Ｂが２．３±１０％より大きい請求項１に記載の気道装置。
【請求項３】
　前記比率Ａ／Ｂが２．５±１０％より大きい請求項１に記載の気道装置。
【請求項４】
　前記比率Ａ／Ｂが２．６±１０％である請求項１に記載の気道装置。
【請求項５】
　前記カフの表面は，実質的に楕円形であるが，前記カフの表面の開口部の形は，非楕円
である，請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項６】
　前記カフの表面の前記近位端での開口部の幅が，前記気道カフの前記遠位端での開口部
の幅より狭い，請求項５に記載の気道装置。
【請求項７】
　前記喉頭カフの表面が， 
前記気道管の端の開口部を実質的に避けるよう喉頭蓋を保持することによって，使用中に
，前記患者の前記喉頭蓋が前記気道管の前記遠位端の開口部を塞がないような大きさと形
を有し，前記遠位端の開口部を塞がないような位置に前記喉頭蓋の支えを含む，
請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項８】
　前記気道管が，高さＨと幅Ｗを有し，
前記喉頭蓋の支え／レストが，前記気道管の輪郭の通常の高さＨの上に立つ又は突き出る
前記カフもしくは気道管の領域を有する，請求項７に記載の気道装置。
【請求項９】
　前記カフの表面の開口部の狭い領域が，前記喉頭蓋の支えを備える，請求項６に従属す
る場合の請求項７に記載の気道装置。
【請求項１０】
　前記喉頭カフの前記近位端での前記気道管の前記開口部は，実質的にＶ字型であり，
狭小化したＶ字型の前記開口部が，使用中に前記気道管の前記遠位端が患者の喉頭蓋が塞
ぐのを防ぐように喉頭蓋レストとして機能する，請求項１から請求項９のいずれか１項に
記載の気道装置。
【請求項１１】
　前記喉頭カフの表面の主平面が，前記気道管の主縦軸に対して１０度から４０±５度の
間の角度にある，請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項１２】
　前記カフの表面と前記気道管の主縦軸の間の角度が，１５度から３５±５度の間にあり
，好ましくは３０±５度にある，請求項１１に記載の気道装置。
【請求項１３】
　前記喉頭カフの表面と前記喉頭カフと前記気道管の本体が，実質的に同じショア硬度の
材料から作られる，請求項１から請求項１２のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項１４】
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　前記喉頭カフの表面が，２０以下，好ましくは１５以下のＡスケールのショア硬度を有
する第１の材料から作られる，請求項１から請求項１３のいずれか１項に記載の気道装置
。
【請求項１５】
　前記喉頭カフの表面が，０００から１０までのＡスケールのショア硬度を有する第１の
材料から作られる，請求項１４に記載の気道装置。
【請求項１６】
　前記気道管，もしあれば口腔スタビライザー，及び，前記喉頭カフの背部が，６０以下
，好ましくは５０以下のＡスケールのショア硬度を有する材料から作られる，請求項１か
ら請求項１５のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項１７】
　前記気道管，もしあれば前記口腔スタビライザー，及び，前記喉頭カフの背部が，２０
から４０の範囲でのＡスケールのショア硬度を有する材料から作られる，請求項１６に記
載の気道装置。
【請求項１８】
　前記気道装置は，口腔スタビライザーをさらに有し，
前記口腔スタビライザーが，前記患者の舌の前面又は正面で安定するよう適合され，前記
患者のその部分の細部に対応するよう構成され，それにより使用中の前記気道管の回転又
は左右の動きを防止するための安定性を与える，請求項１から請求項１７のいずれか１項
に記載の気道装置。
【請求項１９】
　前記喉頭カフの柔軟さは，前記カフ自体の本体において空洞又は溝を形成することによ
って変化する，請求項１から請求項１８のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項２０】
　前記喉頭カフの表面と前記口腔スタビライザーの正面で腹側の部分が，実質的に同じシ
ョア硬度の材料から作られる，請求項１８又は請求項１８に従属する場合の請求項１９に
記載の気道装置。
【請求項２１】
　前記口腔スタビライザーが，前記気道管の平面と実質的に同じ平面において第１の腹側
の面を有する，請求項１８又は請求項１８に従属している場合の請求項１９又は請求項２
０に記載の気道装置。
【請求項２２】
　前記口腔スタビライザーが，前記喉頭カフの近位端から前記気道管の近位端の方へ広が
り，前記カフと前記口腔スタビライザーが，一体構造をなす，請求項１８又は請求項１８
に従属している場合の請求項１９から請求項２１のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項２３】
　前記口腔スタビライザーは，その幅Ｗにおいて均一でなく，前記喉頭カフと前記気道管
の近位端の中間点に位置づけられる広い幅の点を有する，請求項１８又は請求項１８に従
属している場合の請求項１９から請求項２２のいずれか１項に記載の気道装置
【請求項２４】
　前記口腔スタビライザーの広い点が，前記気道管の前記近位端より前記喉頭カフに近い
，請求項２３に記載の気道装置。
【請求項２５】
　前記口腔スタビライザーの最も広い点での幅Ｗの，その点における前記口腔スタビライ
ザーの高さＨに対する比率が，２．０から３．０±２０％の間であり，好ましくは２．５
から２．７±２０％までの間にある，請求項２４に記載の気道装置。
【請求項２６】
　前記患者の舌と接触する前記口腔スタビライザーの表面が，使用中に前記舌と前記スタ
ビライザーとの摩擦を増加させるために粗くされる，請求項１８又は請求項１８に従属し
ている場合の請求項１９から請求項２５のいずれか１項に記載の気道装置。
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【請求項２７】
　前記口腔スタビライザーが，前記気道管の一体部分として形成される，請求項１８又は
請求項１８に従属している場合の請求項１９から請求項２６のいずれか１項に記載の気道
装置。
【請求項２８】
　前記口腔スタビライザー，前記気道管及び前記喉頭カフの領域が一体ユニットとして形
成される，請求項２７に記載の気道装置。
【請求項２９】
　前記口腔スタビライザーが，非膨張性である，請求項１８又は請求項１８に従属してい
る場合の請求項１９から請求項２８までのいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項３０】
　前記口腔スタビライザーが，膨張性である，請求項１８又は請求項１８に従属している
場合の請求項１９から請求項２８までのいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項３１】
　前記装置が，前記カフの先端から前記装置の近位端にまで及ぶ胃管通路をさらに含む，
請求項１９から請求項３０のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項３２】
　前記胃管通路が，前記装置の本体に収容される，請求項３１に記載の気道装置。
【請求項３３】
　前記胃管通路が，前記気道管に沿って広がる，請求項３１又は請求項３２に記載の気道
装置。
【請求項３４】
　前記胃管通路が，前記装置の近位端の開口部から前記喉頭カフの遠位先端の開口部まで
続いている，請求項３１から請求項３３のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項３５】
　前記喉頭蓋の支えが，前記喉頭カフから離れて広がる葉状の構造をさらに含む，請求項
７又は請求項７に従属している場合の請求項８から請求項３４のいずれか１項に記載の気
道装置。
【請求項３６】
　前記喉頭カフは，一つ以上の羽状の突縁をさらに含む，請求項１から請求項３５のいず
れか１項に記載の気道装置。
【請求項３７】
　前記装置の遠位先端が，食道閉塞器官をつくるような大きさや形で形成され，使用中に
前記被験体の食道への開口部を，流動性のある密封をその中につくることによって塞ぐ，
請求項１から請求項３６のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項３８】
　前記装置の遠位先端が，前記喉頭カフの通常細長く実質的には楕円の表面に幅広い拡張
として形成される，請求項３７に記載の気道装置。
【請求項３９】
　前記喉頭カフの背面又は後部の面が，一つ以上の隆起部を含み，
前記隆起部が，使用中に前記被験体の咽頭の後ろに接触するように大きさや形が形成され
ている，先請求項１から請求項３８のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項４０】
　前記隆起部が，柔軟な盛り上がったクッション又は膨張性の背部のカフの形体を有する
，請求項３９に記載の気道装置。
【請求項４１】
　前記隆起部が，前記カフ表面の前記開口部の前記近位部と反対側に設置される，請求項
３９又は請求項４０に記載の気道装置。
【請求項４２】
　動物や人間の利用のための気道装置であって，
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前記気道装置は，遠位端と近位端を有する気道管を具備し，
前記気道管の遠位端は喉頭カフによって囲まれており，
前記喉頭カフの表面は，動物又は人間の患者の喉頭口に解剖学的に適合するようかつ前記
患者の喉頭口を密封するよう形成され，
前記カフの表面は通常細長く実質的に楕円の形であり，
前記喉頭カフの平面は開口部を具備し，
前記喉頭カフの開口部は，カフの近位端の方へ向って狭くなり次第に細くなっている，気
道装置。
【請求項４３】
　前記喉頭カフの近位端での前記気道管の開口部は実質的にＶ字型であり，
前記カフ表面の開口部の近位端に向かって前記Ｖ字の最も狭い部分があり，
前記Ｖ字型の開口部の狭小化が，使用中に前記気道管の遠位端を前記患者の喉頭蓋が塞ぐ
のを防ぐよう喉頭蓋のレストとしての働きをする，請求項４２に記載の気道装置
【請求項４４】
　前記楕円の長軸の長さの前記楕円の短軸の長さに対する比率Ａ／Ｂが，１．５より大き
い，請求項４２又は請求項４３に記載の気道装置。
【請求項４５】
　前記比率Ａ／Ｂが，２±１０％より大きい，請求項４４に記載の気道装置。
【請求項４６】
　前記比率Ａ／Ｂが２．５±１０％より大きい請求項４４又は請求項４５に記載の気道装
置。
【請求項４７】
　前記比率Ａ／Ｂが，２．６±１０％である，請求項４４から請求項４６のいずれか１項
に記載の気道装置。
【請求項４８】
　前記カフの表面は，実質的に楕円の形であるが，カフの表面の開口部の形は，非楕円で
ある，請求項４２から請求項４７のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項４９】
　前記カフの表面の近位端の開口部の幅が，前記気道カフの後位端の開口部の幅より狭い
，請求項４８に記載の気道装置。
【請求項５０】
　前記喉頭カフの表面が，喉頭蓋の支えを含み，使用中に，前記気道管の後位端の開口部
を前記患者の喉頭蓋が塞ぐのを防ぐように大きさと形と位置が設定され，
前記気道管の端の開口部を実質的に避けるよう前記喉頭蓋を保持する，請求項４２から請
求項４９のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項５１】
　前記気道管が，高さＨと幅Ｗを有し，
前記喉頭蓋の支えが，前記気道管の輪郭の通常の高さＨの上に立つ又は突き出る前記カフ
もしくは気道管の領域を有する，請求項５０に記載の気道装置。
【請求項５２】
　前記カフの表面の開口部の狭い領域が，前記喉頭蓋の支えを備える，請求項４９に従属
している場合の請求項５０に記載の気道装置。
【請求項５３】
　前記喉頭カフの表面の主平面が，前記気道管の主縦軸に対して１０度から４０±５度の
間の角度である，請求項４２から請求項５２のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項５４】
　前記カフの表面と前記気道管の主縦軸の間の角度が，１５度から２５±５度の間，好ま
しくは３０±５度である，請求項５３に記載の気道装置。
【請求項５５】
　前記喉頭カフの表面と前記喉頭カフと前記気道管の本体が，実質的に同じショア硬度の
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材料から作られる，請求項４０から請求項５４のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項５６】
　前記喉頭カフの表面が，２０以下，好ましくは１５以下のＡスケールのショア硬度を有
する第１の材料から作られる，請求項４０から請求項５５のいずれか１項に記載の気道装
置。
【請求項５７】
　前記喉頭カフの表面が，０００から１０までのＡスケールのショア硬度を有している第
１の材料から作られる，請求項５６に記載の気道装置。
【請求項５８】
　前記気道管，もしあれば口腔スタビライザー，及び，前記喉頭カフの背部が，６０以下
，好ましくは５０以下のＡスケールのショア硬度を有する材料から作られる，請求項４０
から請求項５７のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項５９】
　前記気道管，もしあれば前記口腔スタビライザー，及び，前記喉頭カフの背部が，２０
から４０の範囲でのＡスケールのショア硬度を有する材料から作られる，請求項５８に記
載の気道装置。
【請求項６０】
　前記気道装置は，口腔スタビライザーをさらに有し，
前記口腔スタビライザーが，前記患者の舌の前面又は正面で安定するよう適合され，前記
患者のその部分の細部に対応するよう構成され，それにより使用中の前記気道管の回転又
は左右の動きを防止するための安定性を与える，請求項４２から５９までのいずれか１項
に記載の気道装置。
【請求項６１】
　前記喉頭カフの柔軟さは，前記カフ自体の本体において空洞又は溝を形成することによ
って変化する，請求項４２から請求項６０のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項６２】
　前記喉頭カフの表面と前記口腔スタビライザーの正面で腹側の部分が，実質的に同じシ
ョア硬度の材料から作られる，請求項６０又は請求項６０に従属する場合の請求項６１に
記載の気道装置。
【請求項６３】
　前記口腔スタビライザーが，前記気道管の平面と実質的に同じ平面において第１の腹側
の面を有する，請求項６０又は請求項６０に従属している場合の請求項６１又は請求項６
２に記載の気道装置。
【請求項６４】
　前記口腔スタビライザーが，前記喉頭カフの近位端から前記気道管の近位端の方へ広が
り，前記カフと前記口腔スタビライザーが，一体構造をなす，請求項６０又は請求項６０
に従属している場合の請求項６１から請求項６３のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項６５】
　前記口腔スタビライザーは，その幅Ｗにおいて均一でなく，前記喉頭カフと前記気道管
の近位端の中間点に位置づけられる広い幅の点を有する，請求項６０又は請求項６０に従
属している場合の請求項６１から請求項６３のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項６６】
　前記口腔スタビライザーの広い点が，前記気道管の近位端より前記喉頭カフに近い，請
求項６５に記載の気道装置。
【請求項６７】
　前記口腔スタビライザーの最も広い点での幅Ｗのその同じ点での前記口腔スタビライザ
ーの高さＨに対する比率が，２．０から３．０±２０％の間であり，好ましくは２．７±
２０％である，請求項６６に記載の気道装置。
【請求項６８】
　前記患者の舌と接触する前記口腔スタビライザーの表面が，使用中に前記舌と前記スタ
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ビライザーとの摩擦を増加させるために粗くされる，請求項６０又は請求項６０に従属す
る場合の請求項６１から請求項６７のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項６９】
　前記口腔スタビライザーが，前記気道管の一体部分として形成される，請求項６０又は
請求項６０に従属している場合の請求項６１から請求項６８のいずれか１項に記載の気道
装置。
【請求項７０】
　前記口腔スタビライザー，前記気道管及び前記喉頭カフの領域が一体ユニットとして形
成される，請求項６９に記載の気道装置。
【請求項７１】
　前記口腔スタビライザーが，非膨張性である，請求項６０又は請求項６０に従属してい
る請求項６１から請求項７０のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項７２】
　前記口腔スタビライザーが，膨張性である，請求項６０又は請求項６０に従属している
場合の請求項６１から請求項７０のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項７３】
　前記装置が，更に，前記カフの先端から前記装置の近位端にまで及ぶ胃管通路を含む，
請求項４２から請求項７２のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項７４】
　前記胃管通路が，前記装置の本体に収容される，請求項７３に記載の気道装置。
【請求項７５】
　前記胃管通路が，前記気道管に沿って広がる，請求項７３又は請求項７４に記載の気道
装置。
【請求項７６】
　前記胃管通路が，前記装置の近位端の開口部から前記喉頭カフの遠位先端の開口部まで
続いている，請求項７３から請求項７５のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項７７】
　前記喉頭蓋の支えが，前記喉頭カフから離れて広がる葉状の構造をさらに含む，請求項
５０又は請求項５０に従属する場合の請求項５１から請求項７６のいずれか１項に記載の
気道装置。
【請求項７８】
　前記喉頭カフは，一つ以上の羽のような突縁をさらに含む，請求項４２から請求項７７
のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項７９】
　前記装置の遠位先端が，食道閉塞をつくるようにそれに合う大きさや形で形成され，使
用中に前記被験体の食道への開口部を，流動性のある密封をその中につくることによって
塞ぐ，請求項４２から請求項７８のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項８０】
　前記装置の遠位先端が，前記喉頭カフの通常細長く実質的には楕円の表面に幅広い拡張
体として形成される，請求項７９に記載の気道装置。
【請求項８１】
　前記喉頭カフの背又は後ろの面が，一つ以上の隆起部を含み，
前記隆起部が，使用中に前記被験体の咽頭の後ろに接触するように大きさや形が形成され
ている，請求項４２から請求項７９のいずれか１項に記載の気道装置。
【請求項８２】
　前記隆起部が，柔軟な盛り上がったクッションの形体を有する，請求項８１に記載の気
道装置。
【請求項８３】
　前記背側にある隆起部が，膨張性である，請求項８１又は請求項８２に記載の気道装置
。
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【請求項８４】
　前記喉頭カフの正面の腹側部分が，膨張性である，先請求項１から請求項８３のいずれ
か１項に記載の気道装置。
【請求項８５】
　本明細書での添付図を参照として，説明されたものと実質的に同じ，気道装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，医療器具に関するものであって，特に，喉頭気道装置及びそれらの製造方法
に適用できるものであるが，それらに限定されない。本発明は，解剖学で使われる，単純
だが用途が広い，改良された気道装置に関する。それは，特に，外科手術又は蘇生術の間
，自発的に，又は，間欠的陽圧換気（ＩＰＰＶ）のために呼吸している人間や動物の患者
への酸素や麻酔ガスの投与において使われる装置に適用できるが，それらに限定されない
。
【背景技術】
【０００２】
　多種多様な装置が知られており，自発的に呼吸する際に，又は，麻酔された患者の間欠
的陽圧換気のために，麻酔後の回復の間，又は，集中治療の後，又は，蘇生の間，清潔で
ハンズフリーな気道を提供するのに，現在，用いられている。多数のこれらの装置が，出
願人の以前の特許，即ち，英国特許第ＧＢ２，３９３，３９９Ｂ号に挙げられており，そ
の原文が，ここに参照として取り込まれており，それは，本開示の一体部分を形成すると
意図される。英国特許第ＧＢ２，３９３，３９９Ｂ号は，患者の喉頭構造に生体構造的に
適合させて密封を形成するのに適している柔らかい喉頭カフを備えている新型の気道装置
を記載している。
【０００３】
　これらの装置の喉頭カフは，通常，非膨張式であるが，満足できる密封を形成するため
に，患者の喉頭口の個々の詳細に適合することができる，柔らかい，変形可能な材料から
作られる。
【０００４】
　非膨張式カフを用いたこれらの新しい喉頭気道装置は，安全と信頼性についてかなりの
改善をもたらすことがわかってきた。それらは，蒸気を適度な膨張圧や密封圧にする一方
，それらは患者の喉頭咽頭の基本構造の組織に外傷をほとんど引き起こさない。
【０００５】
　動物，特に，犬，猫，うさぎ，その他のような小動物に麻酔を投与する場合において，
膨張可能な喉頭カフを有する装置は，通常，利用者にも患者にも好都合ではない。問題が
生じるのは，そのような動物の，又は，幼い人間の子供たちの喉頭蓋が，大人の人間の被
験体の喉頭蓋より非常により長くて柔軟であり，そして，そのため，結果として，喉頭蓋
が折れ曲がり，カフ内部で気道導管の排気口を妨げる傾向にあり，麻酔ガスの流れを遮断
させる若しくは妨げるかもしれないからである。また，膨張可能な装置の膨張可能部分が
口腔に近いので，挿入の間，これは歯の上で穴が開いてしまい，結果として起こる咽頭や
喉頭周囲の密封性がなくなり，又は，そのために，除去の際，高価で再使用可能なみがき
棒鋼用一般鋼材（ＳＧＤ）を使えなくしてしまう危険が常にある。
【０００６】
　この結果として，動物又は小さな子供を麻酔するとき，気管内チューブを膨張させるか
膨張させないかのいずれかで使うのが，より標準的である。特に全身麻酔の不十分な局所
レベルや最適下限レベルの下では，気管内チューブはそれら自身の固有の問題と欠点を有
している。
【０００７】
　猫において，喉頭痙攣，せき，むかつき，息こらえ，又は，気管支けいれんが，挿管の
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間，起こり得る。広い直径又は袖口をつけられた気管内チューブからの喉頭気管損害又は
断裂も，報告されてきている。うさぎは，狭い咽頭吸気口，小さな喉頭，及び，口腔検査
における下咽頭と喉頭周囲の最小の視界を有している。このことはうさぎに挿管すること
をとても難しくし，そして，もしできたとしても，通常，小さな気管内チューブだけが使
われ得る。度重なる盲目的挿管の試みが喉頭気管水腫を引き起こすかもしれず，それは，
その後，抜管で気道閉塞を引き起こし得るであろう。
【０００８】
　気管内挿管は，安全かつ容易に気管内チューブを広く開いた声帯を通過させるために，
一時的に声帯を麻痺させる麻酔技術の一部として，短時間若しくは長時間作用する筋弛緩
材料の利用を必要とする。しかし，小さなペットにおいては，度重なる喉頭鏡検査の試み
，又は，挿管の行為の間での気道の失敗又は喪失の恐れのため，筋弛緩剤がごくまれに使
われる。そのため，筋弛緩剤がない場合において，気管内挿管はさらに難しくて外傷を引
き起こしてしまう。気管内チューブの動物と人間への挿入の間，装置は声帯を通過しなけ
ればならず，これらの声帯に損傷を引き起こし得る。この損傷は一生消えないかもしれな
い。非膨張性チューブが使われるならば，その時，管が気管内でぴったりと適合すること
が重要である。管の周りの密封の程度は，適切な直径の管での，麻酔科医の選択に，かな
り依存している。小動物に挿管することは，通常，経験豊かな熟練者においてすら，挿管
を成功裡に成し遂げるために複数回の試みを必要とする。このことは，傷つきやすい咽喉
の基本構造の損傷をもたらし，それが今度は喉頭口の腫脹や水腫と抜管での気道閉塞をも
たらし，それはしばしば小動物において致命傷になるであろう。成功裡の挿管のための好
ましい条件，すなわち，弛緩された声帯と喉頭，喉頭鏡のおよび挿管の反応，喉頭気管刺
激を成し遂げる麻酔剤の過度の量の利用は，軟組織，歯，又は軟骨への外傷，抜管反応，
喉頭気管支けいれん，せき，出血，嚥下障害，発声困難，のどの痛みと感染症，患者不快
，粘膜充血，咽頭食道の穿孔，気胸，皮下気腫，咽後膿瘍，縦隔炎，気管食道瘻，披裂軟
骨や小角軟骨の脱臼と声帯損傷をもたらし得る。
【０００９】
　膨張性の声門上気道装置が人間の麻酔において通常用いられているが，それらの装置が
特に人間の利用のためにデザインされているため，獣医の麻酔の実行においてほとんど使
われてきていない。
【００１０】
　獣医用にデザインされた声門上気道系は，特に，小さなペットに対しての麻酔のために
とても重要で，人間の利用のための改善を提供するするかもしれない。
【００１１】
　したがって，本発明の目的は，これらの問題の一部もしくは全部を解決，又は軽減して
，動物と人間の両方の利用のために改良された気道装置を提供することである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】英国特許第２，３９３，３９９Ｂ号公報
【発明の概要】
【００１３】
　本発明の請求項１には気道装置が記載されている。第１の実施形態は動物又は人間の利
用のための気道装置を提供し，その装置は近位端と遠位端を有する気道管を具備し，ここ
での，気道管の遠位端は喉頭カフによって囲まれる。そして，ここでの，喉頭カフの表面
は，動物又は人間の患者の喉頭口に生体構造的に適合するものであり，患者の喉頭口で密
封をつくるために，形づくられる。ここでの，喉頭カフの表面は通常細長い実質的に楕円
の形であり，ここでの，楕円の短軸Ｂの長さに対する楕円の長軸Ａの長さの比率Ａ／Ｂは
少なくとも約２．０±１０％である。
【００１４】
　カフの表面は，使用中に患者の喉頭口のまわりの領域でかなりの流動性のある密封を形
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成する。この文脈におけるかなりの流動性のある密封は，最高３０ｃｍ　Ｈ２Ｏまでに等
価な圧力を含み得る密封を意味する。
【００１５】
　気道管の遠位端は喉頭カフによって囲まれ，そして，必然的に，気道管と流体接続して
いるカフの表面に開口部がある。カフの表面，特にカフの表面の開口部を，細長い楕円と
して形成することによって，これは，気道管を妨げることなく，喉頭蓋が開口部の一部を
覆うのを可能にする。
【００１６】
　比率Ａ／Ｂを計算する際に，カフ表面の長軸の長さは，装置の遠位先端と，装置のコネ
クタの端の最も近い喉頭蓋レストの近位端との間の距離としてとらえられる。カフの表面
の短軸の長さは，その最も広い点でのカフの幅としてとらえられる。
【００１７】
　比率Ａ／Ｂのための更に好ましい値は，２．３±１０％より大きい。
【００１８】
　特に好ましい実施形態において，比率Ａ／Ｂは２．５±１０％より大きく，そして，さ
らに，比率Ａ／Ｂが２．６±１０％であるのが好ましい。
【００１９】
　好ましくはカフの表面の形は，実質上楕円であるが，カフの表面の開口部の形は非楕円
である。
【００２０】
　喉頭カフは三次元の品目である。そのため，それは，背面と，正面と，正面と背面の間
の深さを有するが，その深さはカフの領域にかけて変化し得る。カフの正面は，気道管の
拡張と考えられ得る開口部を含む。カフの表面における開口部は，カフ表面内部で完全に
適合するので，その輪郭において，カフ表面自身の外側の輪郭より必然的に小さい。カフ
の表面の開口部の形状と輪郭がカフの表面の形状と輪郭とは異なる。そのため，例えば，
ここで記述される実施形態のいくつかにおいて，カフの表面の形状は通常又は実質的に楕
円であってよいが，カフの表面の形状は非楕円であってよい。
【００２１】
　患者の喉頭咽頭領域における敏感な組織への何らかの損傷を生じさせる恐れを最小化す
るために，そのような装置のカフが，カフの外側の領域で滑らかに輪郭づけられなければ
ならないこととも理解されるであろう。そのために，喉頭カフの正面と後ろ側と側面がお
互いに滑らかに同化し，そして，カフ自体は滑らかに気道管や口腔のスタビライザー領域
に同化するであろう。そのために，カフの後ろと正面は，２つの間の明確な境界線が存在
するのではなく，お互いに滑らかに結合する。
【００２２】
　好ましくは，カフの表面の近位端の開口部の幅は，気道カフの遠位端の開口部の幅より
狭い。
【００２３】
　この特徴は，使用中に喉頭蓋が落ち着いていそうであるカフの部分において，カフの近
位端の領域であるカフ上部領域の表面での開口部を狭くすることによって，喉頭蓋が折れ
曲がってカフの開口部を妨げてそれによって気道を制限してしまう可能性をかなり減らし
ている。このことは，この特徴は，カフの近位端で盛り上がった部分や，細長い楕円カフ
表面の組み合わせで使用されるならば，特に当てはまる。このことは，実質的に，カフの
上部領域での切り口又は細長の開口部をつくる。この切り口は喉頭蓋の通常の長さにほぼ
等しいかそれより長いが，切り口の幅は，喉頭蓋の気道導管の遠位端開口部への折れ曲が
りを防ぐために，喉頭蓋のそれより狭い，あるいは，喉頭蓋が折れ曲がる場合でも，それ
はまだ気道を妨げることができない。
【００２４】
　好ましくは，喉頭カフの表面は，患者の喉頭蓋が使用中に気道管の遠位端の開口部を妨
げてしまうことを防ぐように，気道管の端の開口部を実質的に避けるように喉頭蓋を保持
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することによって，大きさ，形状，位置が設定されて，喉頭蓋の支え又はレストを取り入
れている。喉頭蓋の支えはカフの表面の開口部の狭小化の形式でもよく，又は，他の形式
で具もよく，又は，両方の形式でもよい。
【００２５】
　一方において，喉頭カフは，気道管の拡張と見なされてよい。他方において，気道管は
，それが喉頭カフに入ると，境となると見なされてよい。いずれにしても，気道管が，利
用の間，妨げられないことが重要である。何かが実質的に喉頭カフの表面の開口部の全て
を覆うならば，あるいは，何かが気道管又はそれが喉頭カフに入る気道管の端を覆うか塞
ぐならば，気道管閉塞が起こり得る。患者の喉頭蓋は，これら両方の方法で閉塞を引き起
こすことが潜在的に可能である。ここで，記述されて定義されている喉頭蓋の支えは，そ
のいろいろな形状の一つ以上で，そのような閉塞を防ぐことができる。
【００２６】
　気道管は，通常，高さＨと幅Ｗを有し，好ましくは，喉頭蓋の支えは，気道管の輪郭の
通常の高さＨの上に突き出ているカフ又は気道管の領域を具備する。
【００２７】
　好ましくは，カフの表面の開口部の狭い領域は，喉頭蓋の支えの領域に相当して，それ
自身で，喉頭蓋の支えを提供してよい。
【００２８】
　好ましくは，喉頭カフの近位端での気道管の開口部は実質的にＶ字型であり，Ｖ字型の
開口部の狭い部分が，使用中に患者の喉頭蓋が気道管の遠位端を塞いでしまうのを防ぐた
めの喉頭蓋のレストとしての働きをする。
【００２９】
　以前には知られていなかったことであるが，これが，喉頭カフの表面の開口部の近位端
をＶ字型の形にすることによって，折れ曲がるはずの喉頭蓋が気道管を塞いでしまうこと
を防ぐのに利用される。
【００３０】
　そのため，前述した細長い喉頭カフの表面における細長い開口部が，その開口部の反対
側を有することがわかる。それらの側は，開口部の近位端と遠位端で幾つかの方法で１つ
にまとまる。本発明の実施形態において，開口部の近位部での開口部の反対側は，装置の
縦軸に沿って開口部の長さの２５±１０％にわたる狭い領域をつくる。この狭小化は反対
側をＶ字型に合わせることによって成し遂げられてよいが，これは好ましい効果をもたら
すことができる唯一の形状ではない。開口部の近位端での狭いＵ字形状領域も，好ましい
効果をもたらす。
【００３１】
　この狭い領域は，通常，狭い領域における最も広い点での幅が，その最も広い点でのカ
フ表面の開口部の５０％未満である領域である。このように，Ｖ字型，又は狭いＵ字型が
都合がよいが，開口部の正確な形は重要でない。
【００３２】
　好ましくは，「Ｖ」の２つの分岐の間で作られる角度が，およそ１０度から５０度であ
り，より好ましくは，およそ２０度から４０度であり，そして，特に好ましい実施形態に
おいては，およそ３０±５度である。
【００３３】
　好ましくは，喉頭カフの表面の主平面が，気道管の主縦軸に対して１０度と４０±５度
の間の角度であり，より好ましくは，カフの表面と気道管の主縦軸の間の角度が１５度と
２５±５度の間である。カフの表面と気道管の主縦軸の間がこれらの角度になっているよ
うにカフの表面をデザインすることで，喉頭蓋をカフ表面での開口部から遠くに離れるよ
うになる。
【００３４】
　好ましくは，喉頭カフの表面が，４０以下のＡスケールのショア硬度の材料から作られ
，そして，より好ましくは，０００から２０の間でのＡスケールのショア硬度の材料から
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作られることである。
【００３５】
　特に好ましい実施形態において，気道管と喉頭カフは４０以下のＡスケールのショア硬
度を有する材料から作られ，そして，より好ましくは，気道管と喉頭カフは３０±１０の
Ａスケールのショア硬度を有する材料から作られる。
【００３６】
　別の好ましい実施形態において，気道管と喉頭カフは，ショア硬度が６０以下のＡスケ
ールを有する材料から作られ，より好ましくは，ショア硬度は４０以下である。患者の見
地から重要であるのは，装置からの，特に，患者と接触する装置のカフの表面からの，材
料の固有の硬さや柔らかさよりも，むしろ，知覚される柔らかさである。このことは，シ
ョア硬度が４０未満であるという印象を与える一方で，４０から７０のＡスケールのショ
ア硬度を有する材料も満足に使われることを可能にする。
【００３７】
　本発明のすべての態様に適用できる，更なる特に好ましい実施形態において，使用中に
患者と接触するカフの部分である喉頭カフの表面は，１つのショア硬度を有する第１の材
料から作られ，そして，装置体の残りは異なるショア硬度を有する第２の材料から作られ
る。本明細書においては，装置体の残りは接続部を除外するが，喉頭カフ，気道管と口腔
スタビライザーの残り又は背部の部分を含むこともできる。
【００３８】
　好ましくは，喉頭カフの表面は，２０以下の，そしてより好ましくは１５以下の，Ａス
ケールのショア硬度を有する第１の材料から作られる。より好ましくは，喉頭カフの表面
は，０００から１０までのＡスケールのショア硬度を有する第１の材料から作られる。
【００３９】
　気道管，もしあるならば口腔スタビライザー，及び喉頭カフの背部は，６０以下の，そ
して，好ましくは５０以下の，Ａスケールのショア硬度を有する材料から作られる。より
好ましくは，気道管，口腔スタビライザー，及び喉頭カフの背部が，２０から４０の範囲
のＡスケールのショア硬度を有する材料から作られる。
【００４０】
　カフ及び患者に接触する気道管の外側の部分の両方が，プラスチック材料，好ましくは
，電位的ゴム材料を含み，実質的に同じショア硬度を有する熱可塑性樹脂材料や架橋（熱
硬化性樹脂）材料から作られる。接続部は，装置を麻酔ガスの供給部に接続される。この
接続部は，管の裏地と咬創保護物として，気道管に延びる。そこで，接続部は装置の堅さ
を増加する働きをし，そこでの接続部は折りたためない比較的固い材料から作られる。接
続部は，接続部として働くだけでなく，それに咬合阻止の働きと同時に好ましい堅さを与
えて装置に内部の支えを提供するような方法で，統合される。加えて，気道管の外面は，
外部の隆起線を取り入れてもよい。これらの隆起線は，好ましい実施形態において装置の
近位端，又はその近くにあり，患者に，特に動物の顔が髪又は毛皮で覆われている動物患
者に，装置を結びつけたり，テープで付けたりする際に，役立つ。隆起線は，気道管の外
側に沿って，適した場所にでも位置づけられてよい。
【００４１】
　特に好ましい実施形態において，装置全体は，接続部分を除いて，実質的に同じ，Ａス
ケールのショア硬度の材料から作られる。好ましいショア硬度は６０以下であり，そして
，特に好ましいショア硬度は４０以下である。装置の知覚される柔らかさは，気道管に加
えて，装置体の内部に溝又は空洞を取り入れることによって，例えば，はちの巣構造によ
って，変更されてよい。あるいは，いろいろな断面の厚みは，減らされてもよい。両方の
状況において，気道装置は，組み立て材料のショア硬度が示すものより柔らかい感じがす
る。そのため，患者の見地から重要であるのは，装置からの，特に，患者と接触する装置
のカフの表面からの，材料の固有の硬さや柔らかさよりも，むしろ，知覚される柔らかさ
である。これは，ショア硬度が４０未満であるという印象を与えるけれども，４０から７
０のＡスケールのショア硬度の材料が満足に利用されるのを可能にする。
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【００４２】
　好ましくは，気道装置は口腔スタビライザーを更に具備し，前記口腔スタビライザーが
患者の舌の前部又は前面に落ち着くよう適合され，舌の底部に向かってなおさらそうであ
り，患者のその部分の細部に相応するよう構成され，それにより，使用中に気道管の回転
性のあるいは左右の動きを妨げて安定性を提供する。
【００４３】
　好ましくは，喉頭カフの柔らかさは，カフ体自身の中で，空洞又は溝を形成することに
よって適応される。このことは，装置が，より固く，より堅い，プラスチック材料から作
られても，まだカフの領域に好ましい柔らかさをもたらすのを可能にする。
【００４４】
　好ましくは，喉頭カフの表面と口腔スタビライザーの前面と腹側面部分は，実質的に同
じショア硬度の材料から作られる。このことは，構造を単純化して，患者の軟組織と接触
するすべての部分を比較的柔らかくすることができる。
【００４５】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，喉頭カフの開口部の平面と実質的に同じ平面で，
第１の腹側表面を有する。
【００４６】
　好ましくは，カフと口腔スタビライザーが一体構造であるように，口腔スタビライザー
が喉頭カフの近位端から気道管の近位端の方へ延び，そして，好ましくは，喉頭カフ，喉
頭蓋の支え，（もしあるならば）口腔スタビライザー，及び気道管は，製造の間，統合ユ
ニットとしてつくられる。
【００４７】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，幅Ｗは均一ではなく，喉頭カフと気道管の近位端
の中間の点に位置する広い点を有し，そして，好ましくは，口腔スタビライザーの広い点
は，気道管の近位端に対してよりも喉頭カフの近くに存在する。
【００４８】
　好ましくは，その最も広い点の口腔スタビライザーの幅Ｗのその同じ点での口腔スタビ
ライザーの高さＨに対する比率は，２から３±２０％の間であり，より好ましくは，２．
５から２．７±２０％までの間にある。
【００４９】
　好ましくは，患者の舌と接触する口腔スタビライザーの表面は，使用中に舌とスタビラ
イザーとの摩擦を増すことで粗くなる。
【００５０】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，気道管の一体部分として形成される。
【００５１】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，非膨張性である。
【００５２】
　好ましくは，装置はカフの先端から装置の近位端に延びる胃管通路を含み，そして，好
ましくは，胃管通路は装置体の中で収容される。
【００５３】
　好ましくは，胃管通路は，気道管に沿って延びる。
【００５４】
　好ましくは，胃管通路は，装置の近位端の開口部から喉頭カフの遠位先端の開口部まで
続いている。
【００５５】
　好ましくは，喉頭蓋のレストは，喉頭カフから離れて，装置の近位端（接続部の端）の
方へ戻って広がっている葉状の構造を更に具備する。
【００５６】
　好ましくは，喉頭カフは，一つ以上の羽毛のような突縁を更に含む。これらの突縁は，
装置の表面と患者の喉頭口の間での密封の質を改善する。
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【００５７】
好ましくは，装置の遠位先端は食道閉塞をつくるように大きさや形を設定されて，その中
に実質的な流体密封をつくることによって，使用中にその被験体の食道への開口部を塞ぐ
。Ａの長さ又は実質的に楕円の形のカフの長軸の長さを伸ばすことによって，カフの遠位
先端は，被験体の食道にまで，部分的には被験体の食道の中にまで達するように設計され
てよい。遠位先端の容量は，使用中に被験体の食道を塞ぐ形になるよう設計されてもよい
。
【００５８】
　そのため，装置の遠位先端は，好ましくは，喉頭カフの通常細長い実質的に楕円の表面
への幅広い拡張として形成される。このことにより，喉頭カフの形が真の楕円から逸脱す
る。
【００５９】
　好ましくは，喉頭カフの背部又は後部の表面は，一つ以上の隆起部を含み，その隆起部
は，それらが使用中に被験体の咽頭の後ろに接触するように，大きさや形が設定される。
使用中に，被験体の喉頭口の反対側の構造に接触するカフの後ろの盛り上がった領域を含
むことによって，これは，装置を喉頭口にもたれさせて保持する働きをし，そして，その
ためにその２つの間での密封を改善する，穏やかな力をつくる。
【００６０】
　好ましくは，隆起部は柔らかい盛り上がったクッションの形をとる。盛り上がった領域
は，好ましくは，カフの表面の開口部の近位部の後ろである。
【００６１】
　さらに好ましい実施形態において，カフの正面，腹側の部分は，膨張性であってもよい
。膨張性の喉頭カフそれ自体は公知であるが，ここで記述されている特定の形と性質を有
しているものではない。喉頭カフの正面の膨張性のカフは，膨張性の背部のカフ又はクッ
ションの有無に関わらず使用される。その選択は，一部において，特定の装置がどの動物
に使われることを意図するかに依存してなされる。
【００６２】
　本発明の更なる態様によれば，動物又は人間の利用のための気道装置が提供され，前記
装置は，遠位端と近位端を有する気道管を具備し，ここでの気道管の遠位端は喉頭カフに
よって囲まれ，そして，ここでの喉頭カフの表面は動物又は人間の患者の喉頭口にかけて
生体構造的に適合するものを形成される。そして，患者の喉頭口と実質的に流動性のある
密封を形成するよう形づくられ，ここでのカフの表面は通常細長い実質的楕円形であり，
喉頭カフの表面は，開口部を含み，ここでの喉頭カフの開口部は，カフの近位端に向かっ
て先細りになるか，狭くなる。
【００６３】
　好ましくは，喉頭カフの近位端の気道管の開口部は，実質的にＶ字型であり，そのＶ字
型の開口部の狭小化が，使用中に患者の喉頭蓋が気道管の遠位端を塞ぐことを防ぐ喉頭蓋
のレストとしての働きをする。
【００６４】
　好ましくは，楕円の短軸の長さＢに対する楕円の長軸の長さＡの比率Ａ／Ｂは，２±１
０％より大きく，より好ましくは２．３±１０％大きく，更により好ましくは２．５±１
０％大きい。
【００６５】
　特に好ましい実施形態において，比率Ａ／Ｂは，２．６±１０％である。
【００６６】
　好ましくは，カフの表面は実質的に楕円の形であるが，カフの表面の開口部の形は非楕
円である。
【００６７】
　好ましくは，カフの表面の近位端での開口部の幅は，気道カフの遠位端での開口部の幅
より狭い。
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【００６８】
　好ましくは，喉頭カフの表面は喉頭蓋のレストを取り入れ，喉頭カフの表面の開口部を
実質上避けるよう喉頭蓋を保持することによって，使用中患者の喉頭蓋の折れ曲がりが気
道管の遠位端の開口部を塞ぐのを防ぐように，大きさと形と位置が設定される。
【００６９】
　好ましくは，気道管は高さＨと幅Ｗを持ち，そして，ここでの喉頭蓋の支えは，気道管
の輪郭の通常の高さＨの上に立つか突き出るカフ，又は気道管の領域を具備する。
【００７０】
　好ましくは，カフの表面の開口部の狭い領域は，喉頭蓋のレストの領域に相当する。１
つの実施形態において，カフの表面の開口部の狭められた領域は，喉頭蓋のレストとして
の働きをする。
【００７１】
　好ましくは，喉頭カフの表面の主平面は気道管の主縦軸に対して１０度から４０±５度
の間の角度であり，そして，より好ましくは，カフの表面と気道管の主縦軸の間の角度は
１５度から２５±５度の間にある。好ましくは，喉頭カフの表面は６０以下のＡスケール
のショア硬度を有する材料から作られ，好ましくは４０以下であり，そして，より好まし
くは，喉頭カフの表面は０００から２０までの間のＡスケールのショア硬度を有する材料
から作られる。使用中にカフの表面だけが患者の喉頭口に直接接触することがわかる。そ
のため，カフの表面は，通常カフの本体の残りの部分より柔らかい，異なる材料から作ら
れてよい。異なる材料が使われる部分では，これは，より柔らかい材料の重ね合わせ又は
覆いの形であってよい。
【００７２】
　特に好ましい実施形態において，気道管と喉頭カフは６０以下のＡスケールのショア硬
度を有する材料から作られ，そして，より好ましくは，気道管と喉頭カフは４０以下のＡ
スケールのショア硬度を有する材料から作られ，より好ましくは３０±１０である。
【００７３】
　別の好ましい実施形態において，気道管と喉頭カフは，２０以下のＡスケールのショア
硬度を有する材料から作られる。
【００７４】
　好ましくは，その装置は口腔スタビライザーを更に具備し，前記口腔スタビライザーは
患者の舌の前面又は正面に落ち着くよう適合され，患者のその部分の細部に対応して構成
され，それにより，使用中に気道管の回転性又は左右の動きを防いで安定性を提供する。
【００７５】
　好ましくは，喉頭カフの柔らかさは，カフの本体自身の中で，空洞又は溝を形成するこ
とによって適合される。
【００７６】
　好ましくは，喉頭カフの表面と口腔スタビライザーの正面の腹側の部分は，実質的に同
じショア硬度の材料から作られる。
【００７７】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，気道管の平面と実質的に同じ平面で，第１の腹側
表面がある。
【００７８】
　好ましくは，カフと口腔スタビライザーが一体構造であるように，口腔スタビライザー
は喉頭カフの近位端から気道管の近位端に向かって伸びる。
【００７９】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，その幅Ｗで均一でなく，喉頭カフと気道管の近位
端の中間の点に位置づけられた広い点を持ち，そして，好ましくは，口腔スタビライザー
の広い点は気道管の近位端に対して，より喉頭カフの方に近い。
【００８０】
　好ましくは，その最も広い点での口腔スタビライザーの幅Ｗと同じ点での口腔スタビラ
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イザーの高さＨに対する比率は，２．７±２０％である。
【００８１】
　好ましくは，患者の舌と接触する口腔スタビライザーの表面は，使用中に舌とスタビラ
イザーの摩擦が増加して粗くなる。
【００８２】
　好ましくは，口腔スタビライザーは気道管の一体部分として形成され，そして，より好
ましくは，口腔スタビライザー，気道管と喉頭カフ領域は統合ユニットとして作られる。
【００８３】
　好ましくは，口腔スタビライザーは，非膨張性である。
【００８４】
　別の実施形態において，口腔スタビライザーは膨張性である。
【００８５】
　好ましくは，この装置はカフの唇状物から装置の近位端に伸びる胃管通路をさらに含み
，そして，好ましくは，胃管通路は装置体の中に収容される。
【００８６】
　好ましくは，胃管通路は気道管に沿って伸び，そして，より好ましくは，胃管通路は装
置の近位端の開口部から喉頭カフの遠位先端の開口部まで続く。
【００８７】
　好ましくは，喉頭蓋の支えは，喉頭カフから離れて広がっている葉状の構造を更に具備
する。
【００８８】
　好ましくは，喉頭カフの表面は，一つ以上の羽毛のような突縁を更に具備する。
【００８９】
　好ましくは，装置の遠位先端は食道閉塞をつくるよう大きさと形を設定され，その中に
実質的に流体密封をつくることによって，使用中に，被験体の食道への開口部を塞ぐ。Ａ
の長さ，又は実質的に楕円の形のカフの長軸の長さを長くすることによって，カフの遠位
先端が，被験体の食道にまで又は部分的に中まで到達するようにデザインされ得る。遠位
先端の容量は，使用中に被験体の食道を塞ぐ形になっていてもよい。
【００９０】
　そのため，装置の遠位先端は，好ましくは，喉頭カフの通常細長い実質的に楕円表面へ
の幅広い拡張として作られる。これは，喉頭カフの形が真の楕円から逸脱する１つの理由
である。
【００９１】
　好ましくは，喉頭カフの背部もしくは後ろの表面は一つ以上の隆起部を含み，その隆起
部は，それらが，使用中に，被験体の咽頭の後ろに接触するように大きさと形が設定され
ている。使用中に，被験体の喉頭口の反対側の構造に接触するカフの後ろの盛り上がった
領域を含むことによって，これは，装置を喉頭口にもたれさせて保持する働きをし，そし
て，その２つの間での密封を改善する穏やかな力をつくる。
【００９２】
　好ましくは，隆起部は柔らかい盛り上がったクッションの形をとる。盛り上がった領域
は，好ましくはカフの表面の開口部の近位部の後ろにある。
【００９３】
　さらに好ましい実施形態において，カフの正面の腹側部分は膨張性であってよい。膨張
性の喉頭カフそれ自体は公知であるが，ここで記載している特定の形と輪郭に関しては公
知ではない。喉頭カフの正面の膨張性のカフは，膨張性の背部のカフ又はクッションを有
し又は有さずに使われてよい。この選択は，部分的には，特定の装置がどの動物で使われ
ることを意図としているかに依存してなされる。
【００９４】
　本発明は，ここで請求される種類の気道装置を製造する方法に関する。
【００９５】
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　製造方法は，麻酔ガスの配送ユニットに接続するよう適応した接続部の周りでの，気道
管，喉頭カフと喉頭蓋の支えと，もしあれば，口腔スタビライザーを成形することを含む
。
【００９６】
　２つの射出成形プロセスが，装置の異なる部分が異なるプラスチック材料又は異なるシ
ョア硬度のプラスチック材料から作られる際に，使われてよい。加えて，挿入成形技術も
使われてよい。熱硬化性の架橋電位的材料の場合において，圧縮成形のような成形技術が
使われてよい。液体シリコンゴムと固形シリコンゴム材料は，用いられる特定のプラスチ
ック材料に依存する特別な成形技術を必要とする。
【００９７】
　あるいは，内部の気道管と接続部は第１段階で作られてよく，そして，その周辺部分に
ある装置の残りの部分は第二段階で成形されてよい。
【００９８】
　更なる選択肢において，内部の気道管と接続部は，第１段階で，気道導管とカフの一部
に対する支えを提供するカフの裏板にまで広がっている，背骨や脊柱と同じショア硬度の
スリーブで作られてよく，装置の残りが，第二段階で，０００から２０±５までのショア
硬度を有する柔らかい材料を用いて，その部分の周りに成形される。
【００９９】
　更なる過程において，喉頭カフ，喉頭蓋の支えと気道管の外側部分は単一部分として成
形されてよく，もしあれば，口腔スタビライザーを含んでよい。この部分はその後，予め
形成された接続部の部分に突き通され，それは内部の気道管や咬創保護物を含んでもよい
し，含まなくてもよい。
【０１００】
　発明の更なる態様によれば，次に示すステップを具備し，要求されるような喉頭装置を
用いて，動物又は人間被験体に麻酔をかける方法が提供される。
（ｉ）ここで請求されるような喉頭気道装置を提供すること。
（ｉｉ）前記装置を，それが被験体の喉頭口で実質的に液密と気密の密封を形成するよう
に，被験体に差し込むこと。
（ｉｉｉ）装置を通じて被験体に麻酔ガスを施すこと。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
　本発明は，添付の図面を参照にして，例としてのみ，以下に記述される。
【０１０２】
【図１】図１は，本発明の第１の実施形態の，分離した状態の，正面の不等角投影図であ
る。
【図２】図２は，本発明の第１の実施形態の，分離した状態の，背面の不等角投影図であ
る。
【図３】図３は，組み立てられた状態での図１に示される実施形態の，正面不等角投影図
である。
【図４】図４は，組み立てられた状態での図２に示される実施形態の，正面不等角投影図
である。
【図５】図５は，図３および４に示される組み立てられた状態の実施形態の背面図である
。
【図６】図６は，図３および４に示される組み立てられた状態の実施形態の正面図である
。
【図７】図７は，図３および４に示される組み立てられた状態の実施形態の側面図である
。
【図８】図８は，図３および４に示される組み立てられた状態の実施形態の断面図である
。
【図９】図９は，図３および４に示される組み立てられた状態の実施形態の端面図である
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。
【図１０】図１０は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１１】図１１は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１２】図１２は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１３】図１３は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１４】図１４は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１５】図１５は，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更なる
実施形態の図を例示している。
【図１５Ａ】図１５Ａは，気道管と膨張性のカフに沿う隆起を含む，接続部を除いた，更
なる実施形態の図を例示している
【図１６】図１６は，更なる実施形態の図を例示している。
【図１７】図１７は，更なる実施形態の図を例示している。
【図１８】図１８は，更なる実施形態の図を例示している。
【図１９】図１９は，更なる実施形態の図を例示している。
【図２０】図２０は，更なる実施形態の図を例示している。
【図２１】図２１は，胃管通路を含む実施形態の図を例示している。
【図２２】図２２は，胃管通路を含む実施形態の図を例示している。
【図２３】図２３は，胃管通路を含む実施形態の図を例示している。
【図２４】図２４は，胃管通路を含む実施形態の図を例示している。
【図２５】図２５は，より大きな動物に適した，更なる実施形態の透視図である。
【図２６】図２６は，図２５に示される装置の背面上にある膨張性カフの組み立て部の分
解図である。
【図２７】図２７は，図２５の装置の背面図である。
【図２８】図２８は，図２５の装置の正面図である。
【図２９】図２９は，図２５の装置の側面図である。
【図３０】図３０は，図２９中の線Ｃ－Ｃに沿った断面図である。
【図３１】図３１は，図２７中の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【図３２】図３２は，図２５の装置の端面図である。
【発明を実施するための形態】
【０１０３】
　本発明の実施形態は，例としてのみ，以下に記述される。これらの例は，本発明を実行
に移す最高の方法を示すが，それらがこれを達成させる事の出来る唯一の方法ではない。
【０１０４】
　図１を参照すると，これは，分解された状態での本発明の第１の実施形態による喉頭マ
スク気道装置１０を示す。これは気道管１１を具備し，その近位端１２は１５ｍｍで終端
するか，あるいは，従来型の麻酔の呼吸装置への接続のために適した他の接続部１５で終
端する。患者の喉頭口領域に対応する形と輪郭に適合された喉頭カフ又はカップ１４は，
気道管の遠位端１３のまわりに形成される。この文脈では，用語カフとカップは，等しい
意味を持つ。それらは，本装置の使用中に患者の喉頭口で覆って密封を形成するのに適合
する，気道管の遠位端での装置の要素を示す。
【０１０５】
　喉頭カフがスムーズに気道管本体に同化するのが，図１から９においてわかる。カフと
気道管の間のスムーズな移行のため，この実施形態には，カフ領域と気道管との間の明確
な境界線がない。そのため，用語「カフ領域」は，装置の末端部の方に向かって口腔スタ
ビライザー領域２２を越えた装置のその部分として定義される。カフ領域の腹側部分がカ
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フ表面を含む事も理解される。カフ表面は，使用中に，被験体の喉頭口と相互作用する領
域である。カフ表面の特徴は，以下で更に詳細に記述される。
【０１０６】
　カフ領域は，正面の腹部部分と，後ろの背部分を含む。特に，腹部部分と背部分の両方
が同じ材料，すなわち同じショア硬度の材料から形成されるとき，これらの２つの部分の
間に通常明確な境界がないことがわかる。例えば，図２の項目３０のように，腹部部分と
背部部分の間に境界がある場合がある。この境界は，喉頭カフ３１Ａの正面が，カフの残
りの部分と気道管や口腔スタビライザー３１Ｂと異なるショア硬度の第１の材料から形成
される時，特に顕著になる。概して，喉頭カフ３１Ａの表面は，第２の材料から形成され
るカフや気道管３１Ｂの残りの部分より柔らかい第１の材料から形成される。
【０１０７】
　異なるショア硬度の領域は，図３からも理解することができる。
【０１０８】
　典型的なショア硬度として，カフの表面を占めている第１の材料は，通常Ａスケールで
２０以下，より好ましくは，１５以下のショア硬度である。特に好ましいショア硬度の範
囲は，Ａスケールで０００から１０を含むものである。０００又はトリプルゼロは，硬度
又は更に詳しくは柔軟性があまりにも柔らかすぎて，Ａスケール上で測ることができない
材料を含む。
【０１０９】
　カフと気道管の後ろの部分又は背部を作る第２のより固い材料は，通常，６０以下好ま
しくは５０以下のＡスケールのショア硬度を有する材料から形成される。特に好ましい硬
度範囲は，２０から４０である。
【０１１０】
　２つの異なる硬度を有するプラスチックから構成されるプラスチック品目が知られてお
り，２つの射出成形過程がそれらの製造のために用いられる。
【０１１１】
　腹部部分は，カフ表面，更には気道管につながる気道開口部を含む。本発明による気道
装置に幾つかの重要な性質を与えるのは，これら様々な実施形態におけるカフ表面の形で
ある。この説明の文脈において，用語「近位」は，麻酔呼吸システムへの接続に最も近い
，装置の端又はその部分を意味する。用語「遠位」は，使用中に麻酔呼吸システムから最
も遠い装置の端又はその部分を意味する。
【０１１２】
　喉頭カフ１４は，この例においては非膨張性である。非膨張性カフそれ自体は，例えば
，英国特許第ＧＢ２，３８３，３９９号に開示されている。この特定のカフは，動物や人
間の被験体の喉頭蓋が，喉頭カフの表面にある気道開口部１７を塞ぐのを防止するように
デザインされた特徴を取り入れている。これらの特徴の第１は，喉頭蓋の支え１６である
。この構造は，カフの腹部部分の近位端に位置し，気道管の通常の輪郭の上にあり，突き
出たものである。これは図８の断面図から，より明確に理解することができ，そこでは，
接続部１５から，カフに同化し始める。気道管の通常の高さは，Ｈとして示されている。
この通常の高さＨの上にある喉頭蓋の支えの高さは，Ｈ１として示されている。そのため
，喉頭蓋の支えは，Ｈ±１００％Ｈの量，好ましくはＨ±５０％Ｈの量，より好ましくは
Ｈ±２５％Ｈの量だけ，気道管の通常の主縦軸輪郭から突き出てよい。これは，以前のい
ずれの非膨張性のカフをもつ気道装置において見られる高さより，非常に大きい突出を示
している。そのため，好ましくはＨ１がＨ±１００％Ｈに等しく，より好ましくは，Ｈ１

がＨ±２５％Ｈに等しい。
【０１１３】
　喉頭蓋の支えの高さを考慮すると，喉頭蓋の支えの領域における装置の全体の高さは，
Ｈ＋Ｈ１として定義される。Ｈ＋Ｈ１が，気道管の通常の高さ，即ちＨを超える比率とし
て表されるとき，比率，（Ｈ＋Ｈ１）／Ｈは，好ましい実施形態において，１．５と３の
間に等しく，より好ましくは１．７と２．５の間に等しい。
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【０１１４】
　喉頭蓋の支え１６は，装置の遠位先端に向かって伸びてカフ表面に融合している。これ
は，図１，３および６からわかる。
【０１１５】
　喉頭蓋の支えの構造は，数多くの形を持ち，数多くの特徴を含んでいてよい。それは，
例えば，羽状に形作られた喉頭蓋の唇状物，もしくは突縁１８を含んでいてよい。この唇
状物は，カフ開口面から離れて，装置の近位端に向かって，上後方に広がっている。この
唇状物は，喉頭口の方へ折れ曲がらないよう，つまり空気の流れを妨げないように，喉頭
蓋の後ろを支え，好ましい密封を確実にするために，喉頭蓋に対して解剖学に基づいた大
きさや形に設定されている。この唇状物は，喉頭カフから外へ広がる葉状構造の形をとり
，気道管の近位端の方へ向って後方に向けられている。その相対的な大きさと形は，図１
，３，７と８から見ることができる。その最適な大きさと形は，実験によって決定されて
もよく，気道装置が対象とする動物種に依存してよい。
【０１１６】
　この唇状物が，この例において，真っすぐな葉状構造として示される一方，他の形が，
使用中に患者の喉頭蓋がカフ表面の気道開口部を塞がないように保持し，同様の望ましい
効果を有し得ることがわかる。
【０１１７】
　図１もまた，更なるデザインの特徴，すなわち，カフ開口部の近位部のまわりに広がる
，細い，柔軟な羽状の突縁１９を示している。
【０１１８】
　突縁１９は，図６においてより明確に示されるように，好ましくは，カフの鋳造物の一
体部分として形成される。そして，カフを形成するのに用いられる材料は非常に軟らかい
性質のため，この突縁は特に柔らかくて柔軟である。その目的は，喉頭口の形においてい
ずれの個々の患者の差異をも酌量することであり，カフと喉頭の構造の間で効率的で効果
的な密封を形成することに寄与することである。このデザインによって，そして，精密に
解剖学に基づいたカフをデザインすることによって，実験的試行から得ることのできる密
封圧力は，３０ｃｍ　Ｈ２Ｏを十分に上回る。
【０１１９】
　１つの突縁だけが図１に示される一方で，一つ以上の突縁が提供され得ることがわかる
。そのような複数の突縁は同心的様式で配置され，互いに離れて放射状に間隔をあけて広
がる。さらにまた，これらの突縁が喉頭カフの円周のまわりに広がる程度は変えられ，必
ずしも図１に示されるようなものである必要はない。
【０１２０】
　被験体の喉頭蓋が喉頭カフ表面の気道開口部を塞ぐのを防ぐようデザインされた更なる
特徴は，図１の２０と２１に示されたカフ表面の近位端での盛り上がった狭い領域にある
。膨張性か非膨張性かのいずれにせよ，従来の喉頭カフの表面は，幅広い楕円であり，カ
フの遠位の唇状物に向かってわずかに先細りになっている。本発明において，喉頭カフ表
面のためのまったく新しい形が，形成されている。カフの表面の外側の輪郭自体は，実質
的には細長い楕円である。図６に示されるように，楕円の長軸の長さがＡとして定義され
，そして，楕円の短軸の長さがＢとして定義されるならば，その時，Ａ：Ｂの比率は，２
±１０％より大きい。Ａ：Ｂの比率は，好ましくは２．３±１０％より大きく，そして，
より好ましくはおよそ２．５±１０％である。特に好ましい実施形態においてのＡ：Ｂの
比率は，２．６±１０％である。
【０１２１】
　しかし，この細長い楕円カフ表面中の開口部の形は，長軸Ａに沿って均一ではない。開
口部の大きさは，喉頭蓋の支えの領域で，開口部がＶ字型になるように，カフの近位端の
方に向って，先細りするか，狭くなっている。この実施形態において，この狭小化は，２
つの相対するふくらみ２０と２１によってつくられ，そして，これらのふくらみは，また
，実質的に気道管の通常の輪郭より上に盛り上がっている。この狭くなった領域での開口
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部は，非常に狭いので，被験体の喉頭蓋が気道管開口部に落ち込むことを許さず，そして
，この狭小化が，盛り上がった喉頭蓋の支えとの組み合わせにより，気道管がいつも開い
たままであることを確実なものにしている。被験体の喉頭蓋が，使用中に，喉頭カフ表面
にかけて，部分的に，折れ曲って横たわるかもしれない一方で，カフ表面の細長い形と，
その近位端に向かってカフ表面の狭くなった開口部と，盛り上がった喉頭蓋の支えの，こ
れら全てが，気道を確保し，患者の喉頭蓋による閉塞を防ぐことに役立つ。
【０１２２】
　図１から８に示される例で「Ｖ」の２つの脚部の間で形成される角度は，およそ３０±
５度である。しかし，この角度は，使われ得る唯一の角度でない。適した角度は，５０±
５度から１０±３度の間の角度を含む。
【０１２３】
　このいわゆる「Ｖ」形を形成するふくらみ２０，２１の内部の輪郭が，直線である必要
がないことも理解されるであろう。そのため，いずれの「Ｖ」の脚部も，直線である必要
はない。例えば，Ｖ字形は，それがカフの遠位先端に向かって広がるような，外へ広がる
傾向にあってよい。
【０１２４】
　加えて，喉頭蓋の支えとして作動するカフの近位端に向かってカフ表面の開口部を狭く
することは，従来の「Ｖ」形の底と同様に個々の点にまで到達する必要はない。カフの近
位端又は基部での開口部の形は，曲がっているか，平べったいか，あるいは，平面であっ
てよい。重要なことは，その領域における開口部が，カフ内の空洞に患者の喉頭蓋が落ち
込み気道管の端を塞いでしまうのを防ぐのに，十分狭いということである。このこと自身
は，カフ表面の開口部の幅の最も広い点での幅の５０％未満である開口部の幅を有するカ
フ表面の開口部の長さの５０％までの領域によってはっきりと現れている。好ましいパラ
メータは，カフ表面の開口部の幅の最も広い点での幅の４０％未満である開口部の幅を有
するカフ表面の開口部の長さの３０％の長さである。
【０１２５】
　喉頭カフ表面のＶ字型の開口部の特徴である狭小化が，他の喉頭蓋の支えの特徴と独立
的に使われ得ることがわかる。あるいは，Ｖ字型の開口部の特徴は完全に削除されてよく
，その場合には，喉頭蓋の支えは異なる形をとるであろう。
【０１２６】
　上述のすべての特徴は有益である一方で，それらは設計者よって選択されて，別々に独
立して，気道装置に取り込まれてよく，望ましい効果を生み出すよう存在することを必ず
しも要求されない。そのため，全てが本質的要素ではないことがわかる。１つの特徴は，
それらの効果のために，別の特徴に依存してもいない。そのため，例えば，カフ表面開口
部の近位端での狭いＶ字型の開口部は，望まれるならば，盛り上がった喉頭蓋の支えなし
で使われてもよい。そして，図１６から２４に示されるように，細長い楕円形のカフが，
Ｖ字型の開口部なしで使われてよい。
【０１２７】
　図に示される気道装置は，口腔スタビライザー２２，１２２をも含む。咽頭スタビライ
ザーとしても知られている。そのようなスタビライザーは，英国特許第ＧＢ２，３９３，
３９９号において詳細に記述されており，その原文が本明細書で参照として取り入れられ
て，この開示の一体部分である。この例では，このスタビライザーは，気道管の両側に対
称的に広がって拡張された領域の形をとっている。このスタビライザーは，舌の前面又は
前部の上に落ち着くように適合され，患者のその部分の細部に対応するように構成されて
いる。
【０１２８】
　このスタビライザーについては，多種多様な形と大きさと位置が可能である。スタビラ
イザーの表面は，舌との摩擦を増加させ，そして，それにより使用中にそれを安定させた
り使用中に前後の動きを防いだり減らしたりするように，粗くされ，切り込を入れられ，
ざらざらにされてもよい。
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【０１２９】
　この例では，スタビライザーは，一方が他方の中に滑らかに突き刺さるように，カフと
一体的に形成されている。しかし，このことは本質的ではなく，そして，スタビライザー
は気道管上の別のユニットであってもよい。スタビライザーの本質的特徴は，それが，気
道管自体の直径より，断面において広い領域であることである。つまり，それは，気道管
の両側領域に，喉頭カフと同じ主平面において，広がる。
【０１３０】
　スタビライザーは，舌の前面に位置する気道管壁の周辺で，何らかの好ましい柔軟性を
有する拡張部分から形成されてもよい。本体が主に気道管の縦軸に沿って置かれており，
いずれの適切に形成された横に広がる突縁でも，この目的に役立つ。突縁は固形状である
必要はなく，そのため，管状，網目状又は他の穿孔状の構造でも許容できる。
【０１３１】
　カフの真上の適切な領域で気道管の輪郭を広げることによって，そのような「突縁」を
形成してもよい。即ち，口腔スタビライザーは，気道管自体の上又は周辺で形成される別
々の部品であるよりもむしろ，気道管の一体部品であってよい。そのため，管自体で形成
されるか，又は，管のまわりで更なる材料を形成することによって作られるかどうかに関
わらず，気道管の通常の輪郭における適切な膨張は，スタビライザーとして作動する。
【０１３２】
　口腔スタビライザーの通常の輪郭とそれが滑らかにカフ領域に同化する様式は，図５お
よび６から更に詳細に見られることができる。
【０１３３】
口腔スタビライザーがそのような気道装置における好ましい特徴である一方，それが本質
的な特徴でないことが理解されるであろう。
【０１３４】
　この例での接続部１５は，気道管１１の内側にぴったりと適合する遠位管状部分の接続
部３３と，麻酔ガス供給装置に接続するようデザインされた，接続部の近位部分３２から
構成される。部分３３は咬創保護物としても働き，患者の歯が気道管に穴をあけるのを防
ぐ。部分３３は，被験体が気道管をぎゅっと噛まなければならない場合における気道の閉
塞をも防ぐ。
【０１３５】
　図１０から１５までは，カフが膨張性である更なる実施形態の，接続部以外の気道管と
カフを例示している。この実施形態は，チューブの近位端又はその近くでの気道管の外面
の一連の隆起線も含み，そして，それは以下で更に詳細に説明される。
【０１３６】
　膨張性チューブ１３２が備え付けられると，これは，好ましくは，気道管の内部又は，
それに並んで，その長さの部分は，装置の内部に伸び，カフ１１３の膨張性の領域の中へ
伸びる。膨張性チューブ１３２の近位端は，注射器本体へ接続するために適した１方向弁
装着部１３０を含む。これは，空気を注射器経由で膨張性のカフに導入することを可能に
する。膨張性チューブにおける小さな風船１３１は，操作者にカフの膨張の程度の視覚表
示となる。
【０１３７】
　膨張性カフを生産するための技術は，よく知られている。カフの内部の膨張性の領域は
，成形又は製造過程の間に形成され，そして，これは膨張性チューブ１３２に接続してい
る。
【０１３８】
　図１の１５として示されるような，接続部は，気道装置を完成するために気道管１１１
の端に挿入される。
【０１３９】
　一連の隆起線１３５，１３６，１３７と１３８が備わっており，気道管の外側に沿った
それら隆起線は装置の近位端で縦軸に沿って互いに間隔をあけている。ほとんどの動物は
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毛で覆われており，このことが，使用中に，気道装置を動物の頭部にしっかりとテープで
巻くのを困難にしたり妨げたりする。その代わりに，これらの装置は動物の頭部に縛り付
けられてよく，そして，これらの隆起線がこの縛りつける過程を助けている。
【０１４０】
　接続部と装置本体の間の相互接続の特徴が，図８に示されている。この例では，接続部
１５も気道管３３の一部に組み込まれている。これは，装置のより柔らかい気道管１１の
中に適合し，そうすることで，気道装置が非常に軟らかいプラスチック材料で作られてい
るところに，付加的な硬度を与えている。
【０１４１】
　好ましい材料の観点から，１つの好ましい実施形態において，カフは非膨張性であり，
どんな適切な柔らかいプラスチック材料からでも形成される。好ましい柔らかさ（硬さ）
の範囲として，喉頭口に接触するカフ表面に対してシェア硬度Ａスケールの６０未満の硬
さが最適である。
【０１４２】
　好ましい範囲として，０００から４０までの間の同じスケールの値が好ましく，特に好
ましいのは０００から１２の範囲である。カフの柔軟性は，カフ自体の本体の中で空洞又
は溝を形成することによって，さらに適合されてよい。
【０１４３】
　図８に示される断面を参照すると，接続部１５と関連する管３３が１つのプラスチック
材料から作られ，装置の残りは，別の，上述のショア硬度のものより柔らかいプラスチッ
ク材料から作られているのがわかる。接続部部分に好ましいショア硬度の範囲は，Ａスケ
ールで約８０である。咬創保護物が含まれる場所では，必要な強度と硬度を達成するため
に，シェア硬度は８０より大きくてもよい。
【０１４４】
　今までに記載した実施形態において，図７，８と１１のように，横からみた時のカフ表
面の輪郭は，完全には平らではない。わずかなへこみと隆起は，患者の喉頭口の細部によ
り良く合うように備えられている。しかし，これらのへこみは本質的でなく，許容できる
密封圧力が，図１５Ａに示されるように，実質的に平らなカフ表面を有する装置で得られ
ることができるのが，予想外にもわかった。この実施形態において，カフ４１の表面は，
実質的に平面である。カフの後部又は背部は，上述のように，使用中に被験体の喉頭口と
反対側の構造と接触するカフの裏の隆起又は盛り上がった領域４０を含む。この特徴は，
気道装置と被験体の喉頭口の間の改善された密封をもたらす。隆起は，図１５Ａに示され
るものより大きくてよく，部分的に，気道装置がデザインされる対象の動物被験体の細部
に依存する。隆起は，以下で記述される図２５から３２に例示されるように，カフの背部
の膨張性領域によって形成されてもよい。
【０１４５】
　これら平面の装置の有効性は，カフの後部もしくは背部のふくらみ又は隆起を取り入れ
ることによって，促進され得る。そのような膨隆は，使用中に，咽頭の後ろを押し，カフ
面と喉頭口との間の密封接触を改善させる。
【０１４６】
　更なる実施形態は，図１６から２４までに示される。これらの更なる実施形態は，全て
，側面図で見られる時，気道管の通常の輪郭から，かなり突き出て，著しく盛り上がった
喉頭蓋の支えを有する特徴を共有する。この盛り上がった喉頭蓋のレストにより，喉頭カ
フの表面は，気道管の縦軸に対して２つの角をもち，例えば，図１７に示されるような側
面図で見る時，カフ表面の輪郭にわずかに凹になる傾向がある。
【０１４７】
　これらの実施形態によって共有される別の特徴は，カフ表面の楕円の長軸Ａの長さの，
楕円の短軸Ｂの長さに対する比率Ａ／Ｂが，少なくとも約２．０であることである。比率
Ａ／Ｂを計算する方法は，上述した方法と同様である。
【０１４８】
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　図１から８の中で使われたのと類似の命番方式が，これらの図で使われている。
【０１４９】
　引き延ばされた楕円もしくは実質的に楕円のカフ表面と同様に，これらの実施形態は，
図１７および２２に示されるように，非常にはっきりした喉頭蓋の支えを含んでいる。
【０１５０】
　カフの遠位先端２１４は引き延ばされており，公知の気道装置より細長い。このことは
，使用中に，カフの先端が被験体の喉頭蓋の中に延び，そして，喉頭蓋を遮断し，その中
にかなりの流動性のある密封を形成するのを可能にする。
【０１５１】
　カフ表面の細長い楕円形と盛り上がった喉頭蓋の支えの組合せは，カフの表面のＶ字型
の開口部が，装置を効果的に働かせるために，必要でないことを意味する。
【０１５２】
　図２１から２４に例示された実施形態は，胃管通路を含んでいる。そのような通路自体
は，英国特許第ＧＢ２，３９３，３９９号から公知であり，その原文が参照として本明細
書に取り入れられて，この開示の一体部分である。気道管とは分離している胃管通路は，
接続部の開口部３４０から装置の遠位先端での開口部３４１まで，そして，その長さの大
部分について気道管に沿って続いている。あるいは，示されていないが，胃管通路は，そ
の長さの一部として，気道管内部の別管として続いていてもよい。
【０１５３】
　本発明の更なる実施形態は，図２５から３２までに例示されている。図２５は，装置の
背側の遠近図を例示している。図１から８の中で使われたのに類似した命番方式が，これ
らの図で使われている。装置４１０は気道管４１１から構成され，その近位端は，図１又
は同様の図における１５として示される種類の接続部に良く合うよう適合されている。喉
頭カフ４１４は，気道管の遠位端の周辺で形成される。口腔スタビライザー４２２は，喉
頭カフ４１４と装置の近位端の間の領域での気道管の周辺で形成される。口腔スタビライ
ザーは，望ましい特徴である一方，オプションであり，本質的特徴でなく，そして，その
ような装置はいずれの口腔スタビライザーが無くても機能することがわかる。
【０１５４】
　この例において，喉頭カフ４３１Ａの正面は第１のショア硬度の第１の材料から形成さ
れ，そして，図２５から３２までに示される装置４３１Ｂの残りの部分は，以下で記述さ
れる背部の隆起又は膨張性のカフを除いて，第２のショア硬度の第２の材料から作られる
。第１および第２の材料は異なっており，そして異なるショア硬度を持つことが好ましい
。しかし，これも本質的でなく，そして，接続部（図示せず）を除いた装置の全体が，単
一材料からできてもよい。２つの異なる材料が使われるところでの，第１および第２の材
料のための通常のショア硬度は，図１から９までに示される実施形態に関して上述したの
と同様である。
【０１５５】
　現在の実施形態の更なる特徴は，膨張性の背部のカフ又は隆起部４４０であり，その構
造は図２６の中で更に詳細に示される。このカフは，膨張性チューブ４３２，かなり又は
比較的堅い裏板と枠４５１と弾性的に変形可能な柔軟な裏のクッションから構成され，か
なりの液密の方法で後ろのクッションの周辺部のまわりで裏板と枠に密封され，それによ
り，膨張性の空洞又はカフをつくっている。膨張性チューブ４３２を通じての空気又は一
部の他の流体物の導入は，後ろのクッションをカフ本体から離して広げさせる。膨張性チ
ューブの逆止弁は，カフが所定の膨張又は所定の縮小を保持するのを可能にする。
【０１５６】
　一旦組み立てられると，一部の膨張性チューブ４３２は，図２６に示されるように，開
口部４５４を通じて本体の気道管の近位端で，装置の本体に収容される。
【０１５７】
　製造方法に関して，膨張性の背部のカフの組み立ては１ユニットとして作られて，装置
の後ろの，相応して形づくられた空洞に適合されることができ，膨張性チューブ４３２を
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，提供される内部の通路を通じて，穴４５４から，縫うように通り抜けさせる。あるいは
，装置の残りは，必要とされる１つもしくは２つの成形過程で，予め形成された背部のカ
フの周辺で成形されてよい。
【０１５８】
　この実施形態での喉頭カフの表面は，カフの近位端での狭いＶ字型の開口部４２０，４
２１，盛り上がった喉頭蓋の支え４１６，４１８，及び細長い楕円形のカフ平面において
，図１から８に示される実施形態の特徴を共有する。
【０１５９】
　膨張性の背部のカフの取り入れは，犬のような大きな家畜のような特定の動物種，馬の
ようなより大きな動物，そして，一部の人間，特に小児の利用において，改善された密封
性を与える。
【０１６０】
　要約すると，新型の気道装置は，自発的な又は間欠的陽圧換気の間，手術のための通常
麻酔及び救急麻酔の間，患者の気道を確保して維持するために，デザインされた。それは
，柔らかい材料でできている非膨張性又は膨張性のカフを含む。それは，動物生体内にあ
る間，他の装置より圧迫外傷を引き起こさないことが期待される。このデザインは，挿入
を助け，それにより回転とそれに伴う位置異常の可能性の低減に役立つ口腔スタビライザ
ーを含む。特定の実施形態において，装置の喉頭カフは，非膨張性で，最終生産において
，喚気のための満足な密封を提供して，被験体の喉頭口の個々の詳細に適応することがで
きるように，柔らかい，変形可能な材料から作られる。
【０１６１】
　口腔スタビライザーの形の断面は，挿入の際に良い鉛直安定性を与える舌の底部を反映
するために，広げられており，輪郭において楕円であり，対称形で，横方向には平らにさ
れている。管部分は，装置のカフの柔らかい凹み部分より堅くなっている。管部分の硬さ
とその本来の口咽頭の湾曲は，硬口蓋に対して前縁部をすべらせて装置の近位端を捉える
ことによって装置が咽頭の中へ挿入されることを可能にしている。初期の解剖試験では，
完全な挿入を成し遂げるために，指又は喉頭鏡を被験体の口に挿入する必要が生じなかっ
た。カフの凹みの先端から，そして，全ての気道管部にわたる，装置の滑らかに成形され
た表面は，装置を硬口蓋，咽頭と下咽頭に沿って後端に向かって容易に滑らせるのに役立
つ。非膨張性の喉頭カフの表面は，小動物患者の喉頭口の上に生体構造的に適合するもの
をつくるために，形づくられる。喉頭凹みのくちばし様の面は，喉頭蓋のレストを取り入
れている。これは，喉頭カフの表面の開口部を実質的にさけるよう喉頭蓋を保持すること
によって，使用中，被験体の喉頭蓋が気道管の遠位端の開口部を塞ぐのを防ぐように設計
されている。
【０１６２】
以前のデザインと比較し，本発明のデザインは：
・装置のカフ部分は，側面方向に非常によりスリムな装置を作製するために，かなり狭め
られてきた。
・ｉ－ｇｅｌ（ＲＴＭ）デザインと同様の（吐き戻された物質の吸引を許すための）胃道
管の包含は，特にうさぎと猫のデザインについて，非常に狭いカフのバージョンで必ずし
も可能でないことが分かった。
・カフの喉頭部分の外側壁は，カフの開口部の凹み部から離れたところで，喉頭蓋のより
大きな反りを提供するために，厚みが増加されている。
・装置の食道部分は，狭くされて，先細りになって，のばされていた。これは，装置の挿
入に関する方向的安定性と一旦おさまった時の付随する安定性を提供した。
・装置の経口部分は，小児科の状況から体の大きさと頭部の形における違いを考慮して，
かなり短くされた。
・側面の咽頭スタビライザー２０，２１は，気道管壁の周辺での穏やかな伸長から作られ
た。これらは回転に対するより大きな抵抗を成し遂げて，喉頭蓋が気道の中へ折れ曲がり
に対するかなりの予防をもたらした。
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・小さな放射状の隆起線が管の近位領域でつくられ，それによって，全身麻酔の間，管の
結び目が滑ってしまうのを防ぐための増加される摩擦を提供した。これらの変化は，非常
に確実な結びつきをつくって，麻酔科医が容易かつ安全に装置を装着するのを許す。
【０１６３】
　これらの装置は，動物と人間の両方での利用において，特に小児科において，利用され
る。いかなる特定の理論にも拘束されることを望むものではないが，これらの装置は，食
道の先端において密封を形成する装置の柔らかい先端と，患者の喉頭口を密接に囲んでい
る領域において密封を形成するカフ表面によって，密封性を形成する。
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